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インターバンクの声 （2017 年 9 月 19 日） 
 

北朝鮮情勢を懸念した地政学リスクやらトランプ米大統領の政権運営が不安視され

るなど、レンジ相場から抜け出せないながらも、いつ大きく動き始めるかわからない

相場に休暇を取り損なってしまったディーラー仲間も少なくない。今年は欧州を中

心に海外旅行はどこに行ってもテロの脅威などがリスクとなっていたことに目をつぶ

れば、需要減から欧州向けの航空券やホテル代などは比較的価格が抑えられてい

たこともあって、欧州への旅行などを考えていた人たちにとっては経済面では魅力

があった。為替面でも 5 月から 6 月頃であればユーロ/円も 125 円前後で調達が可

能だった。年度が替わった直後の 4 月上旬の時期に海外に出掛けられるような方は

限られたはずだが、その時であればユーロ/円が 115 円から 122 円程度で、足元の

133 円前後のレートからは信じられない安さだ。友人は欧州行きの計画を来年に延

期して国内の温泉に行くことにしたようだが、複数の銀行や証券の年末や来年への

為替見通しがユーロ高や新興国通貨高になってきている。自分が実際に行く段に

なると現地通貨高になると感じる人も多いはずだが、足元のドル/円も9月 8日の107

円台から 4 円超も円安に戻しており、明日の米 FOMC 後の反応が気になる。 
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